
第
三
節

地
租
改
正
に
よ
る
町
村
運
営
の
変
化

地
租
改
正
に
よ
る
町
村
運
営
の
変
化

兵
臨
時
時
間
の
地
租

改
正
の
特
質

こ
こ
で
は
地
租
改
正
が
近
位
以
米
の
町
村
の
運
営
に
い
か
な
る
変
化
を
あ
た
え
た
の
か
、
お
よ
び
そ
れ
を

前
提
に
し
て
生
ま
れ
て
く
る
政
治
運
動
の
あ
り
方
に
つ
い
て
見
て
み
よ
う
（
向
コ
産
業
経
済
編
I
』
参
照
）
。

地租改正干による町村運営の変化

兵
庫
県
に
お
け
る
地
租
改
正
は
、
特
急
あ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
神
間
県
令
は
、
土
地
の
私
的
所
有
権
確
立
と
そ
れ
を
基
礎
と

ず
る
政
治
制
度
の
導
入
と
い
う
構
想
宏
も
っ
て
お
り
、
県
下
の
区
一
村
氏
（
市
総
代
庄
段
・
茂
盤
）
や
そ
の
子
弟
を
絞
械
的
に
こ
の
理
念

に
よ
っ
て
務
蒙
し
て
い
っ
た
。

こ
れ
に
つ
い
て
、
武
井
伊
お
衛
門
は
次
の
よ
う
に
当
時
を
間
想
し
て
い
る
。

こ
の

つ
此
時
分
は
父
の

の
代
理
と
し
て
月
に
五

度
八
度
も
県
庁
に
出
頭
し
て
、

mM令
の
神
間
孝
平
さ
ん
な
ど
に
は
い
つ
も
直
接
に
公
務
の
指
邸
な
ど
を
請
い
て
間
っ
た
か
ら
、

そ
の
官
宅
へ
も
出
て
翻
訳
書
な
ど
を
借
用
し
た
り
、
ま
た
当
時
の
漸
く
欧
米
の
文
明
に
な
ら
う
て
政
度
文
物
の
変
遷
し
て
行
く

第三節

こ
と
や
ら
、
民
権
の
拡
張
せ
に
ゃ
な
ら
ぬ
こ
と
な
ど
か
ら
、
四
民
同
等
の
権
に
な
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
、
学
問
州
の
改
支
ら
に
や

こ

の

あ

な
ら
ぬ
こ
と
種
々
の
珍
説
を
聞
し
て
貰
う
の
が
此
上
も
な
い
楽
し
み
で
有
つ
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神
間
は
、
あ
ら
た
な
政
治
期
論
と
そ
れ
に
基
づ
く
社
会
運
営
に
関
心
な
も
っ
た
武
井
な
ど
旧
米
か
ら
の
地
域
運
営
の
担
い
手

そ

れ

み

そ

う

に
地
租
改
正
事
業
を
担
当
さ
せ
て
い
っ
た
。
武
井
は
「
夫
か
ら
地
租
の
改
正
条
例
が
出
た
、
十
M
人
目
f

末
曽
有
の
こ
と
で
地
租
の
改

正
を
人
民
か
ら
条
例
に
基
い
て
調
査
し
て
上
る
じ
ゃ
が
、
県
下
の
区
長
も
戸
長
も
さ
っ
ぱ
り
分
か
ら
ぬ
、
ま
た
際
庁
の
地
租
改

と

こ

ろ

し

ら

べ

正
掛
り
も
ど
う
し
て
よ
い
や
ら
方
角
が
わ
か
ら
ぬ
て
、
ま
づ
試
み
に
誰
か
県
下
の
器
用
な
者
会
］
選
抜
し
て
模
範
に
調
さ
し
て
見

ゃ
う
と
い
う
の
で
、
其
年
（
明
治
六
年
）
の
五
月
か
に
新
任
の
区
長
の
我
殺
に
仰
什
か
っ
た
（
中
路
）
夫
は
神
田
孝
平
さ
ん
が
ま
さ
つ

一
一
一
一
ケ
所
模
範
に
遺
ら
し
て
見
る
が
よ
い
と
い
う
の
で
、

試
に
県
下
で

問
中
猿
児
（
第
一
入
区
区
長
）
と
紫
合
佐
一
郎
（
第

区
区
長
）
と
谷
勘
兵
衛
と
我
哉
と
の
四
人
が
選
抜
せ
ら
れ
て
地
租
改
正
の
鵠
査
を
模
範
村
と
し
て
調
べ
た
の
で
あ
っ
た
い
と
凶

関
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
兵
庫
県
で
の
地
租
改
正
は
、
神
田
に
よ
る
新
た
な
社
会
運
営
の
理
念
と
幕
府
領
時
代
か
ら
の
武
井
ら
の
地
域

運
営
の
知
識
と
が
結
合
さ
れ
て
実
施
さ
れ
て
い
っ
た
。

町
村
の
運

営
の
変
化

武
井
ら
地
域
社
会
運
営
の
担
い
手
が
神
田
の

0

フ
ラ
ン
に
ひ
か
れ
て
い
っ
た
背
景
に
は
、
廃
薄
紅
削
除
以
降
の
変
化

す
る
社
会
へ
、
彼
ら
が
対
応
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
問
題
が
あ
っ
た
。

兵
庫
県
第

で
は
、
明
治
十
年
一
一
月
十
六
日
、
御
崎
村
内
に
出
作
地
を
も
っ
兵
庫
の
住
民
八
人
が
、
御
崎
村
戸
長
の
偲
人

的
な
負
伎
が
多
額
に
上
っ
て
お
り
、
そ
こ
へ
租
税
を
納
め
る
こ
と
が
不
安
で
あ
る
と
い
う
鹿
山
で
、
租
税
の
区
長
も
し
く
は
県

へ
の
は
納
を
申
し
出
る
と
い
う
事
件
が
起
こ
っ
た
。

ま
た
…
矢
田
村
で
も
村
入
用
（
村
袈
）
の
納
入
を
め
ぐ
っ
て
、
村
氏
と
正
副
一
戸

長
什
長
の
閣
で
対
立
が
あ
り
、
明
治
十
年
二
月
に
正
融
一
戸
長
が
区
長
に
退
役
を
願
い
出
る
と
い
う
事
件
が
起
こ
っ
て
い
る
が
、

こ
の
対
立
の
原
因
は
、
他
村
出
作
人
の
村
入
用
納
入
、
悶
悶
街
道
道
路
幅
拡
大
の
費
用
を
だ
れ
が
負
担
す
る
か
な
ど
に
あ
っ
た
。
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地
租
改
正
に
よ
り
租
税
の
偶
人
に
よ
る
納
入
が
縦
定
し
た
こ
と
に
対
応
し
て
、
政
府
は
村
人
だ
け
の
共
間
体
と
し
て
の
性
絡

か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
利
容
を
も
ち
、
異
な
る
意
見
を
も
っ
人
々
が
生
活
す
る
地
域
全
体
を
統
括
す
る
間
体
へ
の
転
換
を
、
村
に
対

し
て
求
め
て
い
っ

そ
し
て
、
地
方
官
の
主
導
に
よ
っ
て
他
村
者
を
ふ
く
む
人
々
の
納
得
を
得
る
こ
と
の
で
き
る
機
関
と
し

て
、
町
村
会
が
積
械
的
に
導
入
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
点
で
、
第
二
次
兵
庫
県
は
、
全
間
的
に
先
進
的
な
役
割
を
果
た
し
た
。
御
崎
村
や
長
田
村
の
例
が
端
的
に
示
す
よ
う
に
、

そ
れ
は
、
商
品
経
済
が
展
開
し
て
い
る
摂
津
地
域
を
管
理
す
る
兵
庫
県
に
と
っ
て
、
町
村
内
外
の
利
害
関
係
に
対
処
し
う
る
町

村
運
営
方
法
を
導
入
す
る
こ
と
は
猶
予
な
ら
な
い
状
況
に
あ
っ
た
こ
と
と
、
そ
れ
に
対
処
す
る

3

フ
ラ
ン
を
示
す
能
力
を
持
つ
神

出
品
不
平
が
県
令
で
あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
。

兵
庫
県
で
は
、
明
治
六
年
十
一
月
、
県
が
最
初
に
制
定
し
た
町
村
会
の
議
事
項
目
に
す
で
に
町
村
経
費
の
徴
収
・
監
査
、
町

地租改正によるEぜ村述営の変化

村
名
義
の
訴
訟
、
貸
借
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
て
い
た
。

し
か
し
こ
の
規
則
で
は
、
こ
の
項
目
を
具
体
的
に
運
用
す
る
方
法
に
つ
い

て
の
規
定
を
欠
い
て
お
り
、
ま
た
必
ず
し
も
町
村
会
を
つ
く
ら
な
く
て
も
よ
い
と
さ
れ
た
た
め
、
こ
の
法
令
は
十
分
機
能
し
て

い
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
つ

そ
の
た
め
百
訳
出
村
の
よ
う
な
村
入
用
（
村
山
武
）
を
め
ぐ
る
村
氏
と
区
戸
長
の
争
い
が
県
内
各
地
で
起
こ
っ
て
い
た
。
そ
こ
で
県

は
、
町
村
名
義
で
の
公
借
・
共
有
物
購
入
売
買
・
土
木
起
功
の
際
、
町
村
一
戸
長
お
よ
び
不
動
産
所
有
者
の
六

O
%以
上
の
連
印

を
必
要
と
す
る
と
い
う
規
則
案
を
作
成
し
、
県
会
（
区
長
会
）
で
議
決
し
た
上
で
、
明
治
八
年
十
二
月
、
そ
の
施
行
を
政
府
に
何

第三島IJJ

い
出
た
。
こ
の
規
則
案
は
、
政
府
に
よ
っ
て
評
価
さ
れ
、
全
国
法
令
と
し
て
出
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
明
治
九
年
十
月
、
各
区

町
村
金
殻
共
有
物
取
扱
土
木
起
功
規
則
と
し
て
全
国
に
布
達
さ
れ
た
。

の
規
則
別
案
で
は
、
夜
一
で
の
公
借
な
ど
は
規
定
さ

近代・汲代Eを史認；：wr65 



明治9年前半期魚崎村の村！｛I(表 26

（単位．悶）く支出＞

z弘
＿，手

道路・堤防・橋梁修燈設

高1戸長3人28.800 書記 1人45.000

小使 1人28.800 神安 1人4.206

副戸長旅費

布告箱代

備悠i

i司
18.660 

106.806 

9.400 

0.300 

5.639 

0.060 

24.000 

154. 107 

~ 

郵便運搬

三等巡査給与

学区取締給与0.636 教員 3人給与96.000

小使 1人21.500 借家資6.000 諮絡代消粍資

Z主

土木容t
給料

旅技

術付‘品代

消粍設

運搬夜

警察E史
学校費

日

322.688 計A 
Iコ

く収入＞

が, 術

学校入金

j欧金

地ii!TI割

戸数割

地価31,416.004 100円につき0.2858

戸数309 1戸につき0.2906

(I±) 支出分から学校入金および｛試金を引いた分が，地lui・戸数IC割りかけられた。金額は史料5引退どお

り。

資料・「~｛~崎（j;十g主区文悉J

L

f、
、
工
、
‘
つ

h

－
字
通
、

A
A

マ
L
T
，
刀
、

T
，刀

」
の
規
則

で
は
、
正
副
区
長
お
よ
び
区
内
各

町
村
総
代
一
一
人
の
う
ち
六

O
%
の

連
印
が
必
要
と
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。
ま
た
町
村
の
連
印
に
つ
い

て
は
、
総
代
を
選
ん
で
そ
れ
に
代

斑
さ
せ
て
も
か
ま
わ
な
い
こ
と
と

工
つ
”
」
。

φ

J

J

J

 

兵
庫
県
は
、
飾
磨
県
な
ど
と
合

併
後
の
明
治
九
年
十
二
月
、
こ
の

焼
則
の
内
容
を
含
み
、

さ
ら
に
庶

町
村
の
一
般
的
な
運
営
の
た
め
の

機
能
を
も
っ
区
会
・
町
村
会
の
議

京
市
程
（
議
会
開
俄
規
定
）
を
新
た

に
布
達
し
た
。

こ
の
章
程
で
は
町
村
会
議
員
は
、

村
内
の
ニ

O
歳
以
上
の
不
動
産
所

r66 ti'J一主主近代築関j羽のネqi戸



地税改正による町村運営の変化第三節

市域摂津部分での明治20年までの村合併表 27

合併年

14 

8 

8 

8 

9 

不詳

7 

7 

nδ

内

5
0
δ

名

東小部村・西小部村

口妙法寺村・奥妙法寺村

高羽村・王子野村

中村・熊内村・小野新任1・中尾村・生田村・7竜寺村・脇浜村

東青木村・青木村

人総村.EB林新聞

北中大沢村・南l:j:t大沢村

関湯村・切畑村・掘越村・間尾寺村・給場村・馬場村・西

尾村

上浮上村・岩谷村・上津下村

上宅j京芸主減分・問問分・向有弁分・下宅原村

上二郎村・下二郊村

村！日

小部村

妙法寺村

i弱羽村

主事合村

青木村

八幡村

中大沢村

有野村

上津谷村

宅原村

二郎村

新村名

有
者
に
よ
る
互
選
、
区
会
議
員
は
、
各
町
村
ご
と
に
、
町
村
の

お
よ
び
町
村
会
議
員
中
か
ら
二
人
を
す
一
選
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
町

村
会
議
員
は
段
低
一

O
入
、
人
口
一

O
O人
を
越
え
た
場
合
、

五
6 

O
人
ご
と
に
一
人
治
加
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
。
ま
た
、
村
会
や
区
会

で
の
討
議
内
谷
は
誌
や
町
村
の
こ
と
に
限
ら
れ
て
お
り
、
県
政
・
閤

政
に
つ
い
て
議
論
す
る
こ
と
は
禁
止
さ
れ
て
い
た
。
さ
ら
に
区
会
・

町
村
会
は
、
討
議
の
権
限
が
あ
る
の
み
で
、
こ
れ
を
執
行
す
る
か
一
台

か
を
判
断
す
る
の
は
県
令
の
裁
量
と
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
権
限
は
き

わ
め
て
弱
い
も
の
で
あ
っ

討
議
事
項
の
決
定
方
法
は
多
数
決
に
よ
る
と
さ
れ
て
お
り
、
間
的
な

る
利
容
を
も
っ
地
域
住
民
の
存
在
が
想
定
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
共

資料： r兵員Z県町村合併史aほか。

通
す
る
利
害
に
基
づ
く
全
村
一
致
を
基
本
と
す
る
近
世
以
来
の
決
定

を
明
確
に
変
え
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
町
村
会
の
規
定
は
、
村
内

の
不
動
産
所
有
を
基
本
と
す
る
各
区
町
村
金
殺
共
有
物
取
扱
土
木
起

功
規
則
の
要
件
を
満
た
す
形
で
作
ら
れ
て
い

そ
の
た
め
兵
庫
県

で
は
金
穀
共
有
物
取
扱
土
木
起
功
に
つ
い
て
独
自
に
町
村
内
で
の
連

印
や
総
代
選
出
は
お
こ
な
わ
れ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
な
お
第
一
一
一

近代・君主代E査51:.綴IV167 



rl'fl或（明石郡策室建ltll部分〕での明治20：年までの村合併表 28

合併年

ハU

ハU

ハu
n
u
n
u
n
U

ハU

ハU

ハU
n
u
n
U

ハU

ハU

ハU

ハU

ハU

ハU

ハU

ハU

ハU

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

 

昨
μ新古南

村

・

畑

村

奥

新

境

村

村

・

士

口

山

村

村

帽

間

中

発

村

閉

山

坂

－

皆

原

々

赤

村

村

下

河

新

・

中

消

・

村

東

・

村

・

村

村

府

・

村

村

村

岡

村

村

原

村

発

別

村

村

村

寺

中

市

リ

村

村

村

村

総

ケ

岡

村

寺

萩

名

皆

北

出

山

井

村

窓

海

中

箆

谷

下

神

天

ケ

下

村

路

北

東

東

・

井

淡

永

脇

如

性

・

金

広

池

・

・

竜

問

問

中

石

村

・

・

・

・

・

・

村

・

・

・

田

村

・

・

・

・

村

村

村

府

村

村

村

村

村

村

橋

村

村

村

新

上

村

村

町

村

原

名

前

別

水

m
間
上
上
口
和
、
津
谷
間
企
台
市

T
m
下

向

石

萩

西

門

商

自

生

吹

池

谷

高

上

鴨

山

台

北

野

秋

東

淡

撚

南

名

名谷村

前関村

JJI]府村

j関和村

有mr村
井吹村

上脇村

谷口村

高和村

中津村

監田村

広谷村

紫合村

宝勢村

岩！潟村

古郷村

下村

淡河町

神彩村

荻原村

ホI！日新村名

区
で
は
、
こ
の
区
町
村
会
規
加
に
よ
る

区
会
議
員
を
、
明
治
十
年
九
月
に
選
出

し
た
。」

の
よ
う
な
運
営
の
変
化
は
、
一
肱
や

町
村
財
政
の
あ
り
方
に
変
化
を
あ
た
え

n
v

。

J
Lド

で
は
、
地
租
改
正
後
の
明

治
十
年
に
は
、
表
口
（
旧
東
）
の
よ
う
に

夜
一
費
を
割
り
振
る
際
、
地
価
・
一
戸
数

人
口
氏
別
に
そ
れ
ぞ
れ
二
対
一
対
一
の
訓

ム
口
で
割
り
振
っ
て
、
村
ご
と
に
徴
収
し

て
い
る
。
こ
こ
で
は
州
市
村
陪
住
者
も
含

む
土
地
所
有
者
に
か
か
る
地
価
割
、
閉
店

資料：「武井線放会文芸書J

住
者
に
か
か
る
戸
数
割
・
人
員
制
に
よ

り
、
地
域
内
の
多
様
な
利
害
関
係
を
制

整
し
よ
う
と
し
て
い
た
。
こ
れ
は
村
の

資
用
数
収
に
お
い
て
も
採
用
さ
れ
て
い

た
。
た
と
え
ば
魚
崎
村
で
は
、
一
戸
数
割

工68近代数i児期の1111戸2j'）~ijt 



と
地
価
割
安
｝

対
一
の
割
合
で
徴
収
し
て
い
た
（
表
色
。
こ
の
よ
う
な
町
村
の
運
営
方
法
は
、
明
治
十
一
年
七
月
に
、
郡
区
町

村
編
制
法
が
制
定
さ
れ
る
と
い
っ
そ
う
発
展
し
て
い
く
。

地
穏
改
正
前
後

の
町
村
合
併

村
が
地
域
行
政
令
｝
担
う
担
体
へ
と
変
化
し
て
い
く
な
か
で
、
町
村
の
合
併
が
進
め
ら
れ
て
い
っ
た
。
政
府

は
、
明
治
六
年
二
月
、
一
一

O
一
円
以
下
の
小
村
の
合
併
を
指
示
し
、
さ
ら
に
地
租
改
正
事
業
の
円
判
的
な
遂
行

の
た
め
、
土
地
が
入
り
総
ん
で
い
る
村
々
の
合
併
を
臆
駆
的
に
す
す
め
た
。
廃
藩
置
県
以
降
明
治
二
十
年
ま
で
の
陪
に
摂
津
地

域
で
は
、
淡
灯
、
播
勝
地
域
で
は
表
認
の
よ
う
な
合
併
が
行
わ
れ
た
。

表
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
町
村
合
併
は
小
部
村
を
酷
い
て
、

ほ
ぽ
地
秘
改
正
事
業
の
進
展
と
伺
時
に
お
こ
な
わ
れ
た
。
と

く
に
播
‘
陪
で
は
、
明
治
十
年
前
半
期
に
全
域
で
大
規
模
な
合
併
が
お
こ
な
わ
れ
た
。

地租改正による町村運営の変化

2 

租
税
協
議
権
思
想
と
会
議
方
式
の
浸
透

先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
地
租
改
正
事
業
は
、
土
地
の
所
有
権
の
確
立
と
土
地
所
有
者
か
ら
の
租
税
を
徴
収
す

会
議
方
式

の
浸
透

る
こ
と
の
み
で
な
く
、
同
時
に
そ
れ
に
も
と
づ
く
新
た
な
社
会
運
営
を
生
み
出
そ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

」
れ
は
、
地
租
改
正
の
作
業
に
も
反
映
し
て
い
た
っ

地
租
改
正
を
約
一
っ
た
区
長
ら
は
、
税
簡
の
基
礎
と
な
る
地
味
の
良
し
悪
し
（
地
位
等
級
）
や
納
入
に
お
け
る
米
側
の
設
定
方
法

第三節

な
ど
に
つ
い
て
、
会
議
方
式
を
と
っ
て
住
民
の
納
得
を
得
よ
う
と
し
た
。
摂
津
・
播
磨
（
摂
津
と
合
併
で
兵
庫
県
の
管
結
と
な
っ
た

橋
脚
府
は
、
合
併
後
も
独
自
に
地
出
制
改
正
宏
遂
行
）
と
も
、

地
租
改
正
に
お
い
て
は
地
位
等
級
の
決
定
や
米
価
の
設
定
基
準
な
ど
が
、

近代・現代歴史編lV169 



（単位：円）

米fl臨調査地 米価 変価 所用地域

兵庫津 5.33 2.27 入預1 ・~原郡内67町村

西宮町 5. 13 2. 92 武庫・菟原郡内741llI村

尼崎町・池国自了 5. 12 2. 94 川辺郡内117町村

西宮町・三国nir 4.83 3.02 有馬郡内37町村

三国町・ 1也岡町 4.69 3.07 川辺郡内44町村

三田町 4. 52 3. 12 Jll辺・有馬郡内99町村

摂津の地租改正における基準米価IiC 1石）表 29

町
村
で
の
合
意
、
町
村
の
代
表
か
ら
な
る
区
会
で
の
合
意
、
区
長
の
集
会
（
際
会
）
で
の
合

意
、
そ
れ
の
区
や
町
村
で
の
承
認
と
い
う
合
議
の
積
司
令
京
ね
で
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

第
二
次
兵
庫
県
（
摂
津
）
で
は
、
明
治
八
年
六
月
に
は
い
り
、
県
令
と
地
租
改
正
掛
が
臨

席
す
る
場
で
、
各
区
一
民
間
民
に
よ
り
米
畑
の
設
定
方
法
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
た
が
、
そ
の
際
、

各
区
区
長
は
、
各
一
弘
に
お
い
て
過
去
五
年
閣
の
米
側
の
辺
l

均
相
場
が
異
な
る
こ
と
を
理
由

に
、
区
ご
と
に
兵
庫
・
西
宮
・
尼
崎
・
伊
丹
・
池

m
－
一
一
一
回
な
ど
六
カ
所
の
相
場
で
こ
れ

を
決
定
す
る
と
い
う
方
針
を
決
議
し
た
と
こ
ろ
、
各
区
に
お
け
る
区
会
で
こ
れ
に
反
対
す

る
意
見
が
相
次
ぎ
、
医
内
村
ご
と
の
米
相
場
で
計
算
ぜ
よ
と
い
う
要
求
が
で
た
。
こ
れ
に

対
し
て
区
長
ら
は
、
広
内
の
各
村
の
意
見
の
調
整
が
悶
難
で
あ
る
と
し
て
、
個
別
に
細
か

く
分
け
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
全
県
の
平
均
相
場
で
計
算
す
る
こ
と
を
願
い
出
た
よ
う

で
あ
る
。

し
か
し
こ
の
嘆
願
は
受
け
入
れ
ら
れ
ず
、
こ
の
時
の
基
準
を
若
干
変
更
し
て
突

資料： F府県地積改正紀要』

際
に
は
表
的
の
よ
う
な
六
段
階
の
相
場
で
算
『
定
さ
れ
た
。

播
擦
で
は
、
地
位
等
級
決
定
が
、
町
村
↓
小
区
地
等
会
議
l
y
郡
（
大
区
）
地
等
会
議

v
小

区
地
等
会
議
↓
播
磨
間
中
収
穫
緩
衝
大
議
事
と
い
う
民
議
の
積
み
上
げ
に
よ
っ
て
審
議
さ

れ
て
い
っ
た
。
こ
こ
で
の
会
議
は
基
本
的
に
は
土
地
所
有
者
の
会
議
で
、
議
決
に
は
多
数

決
が
と
ら
れ
て
い
た
。

こ
の
よ
う
に
播
磨
で
は
地
租
改
正
に
つ
い
て
の
村
の
代
表
は
あ
く
ま
で
地
主
（
土
地
所

工70第一主主近代数明郊の神戸



有
者
）
総
代
で
あ
り
、

小
区
レ
ベ
ル
で
の
小
区
会
や
一
弘
長
の
集
ま
り
で
あ
る
県
会
問
と
は
明
確
に
区
別
さ
れ
て
い
た
。

方、

焼
津
で
は
、
こ
の
区
別
加
は
明
確
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
、
先
に
も
見
て
き
た
よ
う
に
区
会
や
県
会
の
レ
ベ
ル
で
は
、
従
米
か
ら

設
定
さ
れ
て
い
た
議
事
機
構
が
利
用
さ
れ
て
い
た
。

租
税
協
議
機

怒
怒
の
浸
透

こ
の
よ
う
に
地
組
改
正
の
進
行
に
伴
な
い
、
会
議
方
式
が
地
域
社
会
へ
浸
透
し
て
い
く
の
で
あ
る
が
、
こ
の

会
議
方
式
ば
、
地
秘
改
正
の
最
終
段
階
で
政
府
日
県
の
地
租
街
、
の
押
し
つ
け
や
、
不
当
と
お
も
わ
れ
る
課
税

に
対
す
る
反
対
運
動
の
際
に
も
活
か
さ
れ
た
。

地
程
改
正
は
、
政
府
口
口
県
が
内
達
し
た
収
穫
量
を
各
村
が
承
認
し
、
政
府
に
対
し
て
請
舎
を
提
出
す
れ
ば
終
了
す
る
の
だ
が
、

こ
の
過
程
で
問
題
が
お
こ
っ
た
。

そ
れ
は
、
地
域
に
お
い
て
会
議
の
積
み
上
げ
に
よ
っ
て
算
定
さ
れ
た
地
位
等
級
お
よ
び
こ
れ

に
基
づ
く
各
村
の
一
一
次
あ
た
り
の
平
均
米
収
と
、
県
が
独
内
の
基
準
で
設
定
し
た
各
村
の
見
込
額
に
大
き
な
食
い

い
が
で
た

地租改正によるi町村巡営の変化

こ
と
に
あ
っ
た
。

削
除
の
示
し
た
額
は
、
従
米
の
交
租
績
を
こ
え
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
が
、
良
氏
自
’
山
河
が
算
定
し
た
額
よ
り
概
し
て
高
瀬
で
あ

っ
た
た
め
、
県
算
定
額
の
引
き
下
げ
よ
な
求
め
る
動
き
が
お
こ
っ
た
。

摂
津
で
は
、
明
治
八
年
末
、
県
か
ら
各
村
に
算
定
額
が
内
示
さ
れ
る
と
、
増
秘
と
な
っ
た
村
々
か
ら
農
民
算
定
額
で
の
地
価

算
定
を
求
め
る
訴
え
が
相
次
い
だ
。
八
部
郡
で
は
、
治
問
村
・
…
長
関
村
・
商
代
村
・
制
ケ
林
村
・
野
田
村
が
県
の
算
J

定
額
の
引

き
下
、
げ
を
嘆
願
し
て
い
た
が
、
県
は
絶
対
引
き
下
げ
な
認
め
な
い
と
の
方
針
を
と
り
、
地
租
改
正
五
年
後
の
明
治
十

第三節

地
調
査
を
お
こ
な
っ
て
再
考
す
る
と
し
て
、
村
氏
の
拘
留
を
ち
ら
つ
か
せ
て

し
出
さ
せ
た
よ
う
で
あ
る
。
池
間
村
を

除
く
問
カ
村
は
、
明
治
十

月
連
合
し
て
減
租
を
訴
え
、

m
m
A
も
こ
れ
に
対
し
て
一
志
前
む
き
に
対
応
し
た
よ
う
で
あ
る
が
、

近代・現代i姪Ji::事HVI7I 



r!JJ或に関係する各都の子容による皆無反7JIJの状況

地 区 町 村 数 反 7JIJ 皆無反別 比 率

反 反 % 
摂津第2区（入部都） 9 3,339 677 20.3 

第 3［玄（入部郡） 13 5, 705 1, 674 29.3 

第4区（入部郡） 13 6, 174 1,561 25.3 

第 5 区（~原郡） 19 4,478 2, 287 51. 1 

第 6 区（~原郡） 17 5,527 1,013 18.3 

第18区（有馬郡） 18 11, 591 2, 103 18. 1 

第19区（有馬郡） 13 6, 781 271 4.0 

j番磨明石郡 104 47,385 17, 120 36. 1 

美遊君日 68 23,936 2,828 11. 8 

表 30

政
府
自
身
が
さ
ら
に
五
カ
年
間
地
価
の
修
正
を
凍
結
し
た
た
め
、
こ
の
嘆

顕
は
成
功
し
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

ま
た
藍
那
村
で
も
明
治
八
年
末
に
、
水
害
や
獄
容
で
民
費
が
か
か
る
こ

と
を
理
由
に
し
て
、
県
の
算
定
額
で
な
く
自
村
で
の
算
定
額
に
よ
る
許
可

を
県
に
嘆
願
し
、
ね
ば
り
強
い
減
租
運
動
が
行
わ
れ
た
。
明
治
十
九
年
十

月
に
は
、
地
租
改
正
時
の
反
別
調
査
に
誤
り
が
あ
る
と
し
て
、
租
税
の
軽

減
の
嘆
願
を
提
出
し
、
翌
年
二
月
末
、
兵
路
県
か
ら
嘆
願
、
を
認
め
ら
れ
た
。

算
定
を
め
ぐ
る
紛
争
が
つ
づ
く
な
か
で
、
そ
れ
ま
で
県
に
協
力
し
て
地

租
改
正
事
業
を
進
め
て
い
た
市
域
内
の
武
井
伊
右
衛
門
（
第
一
一
一
区
）
・
福
井

（注） 図地のみ。反別はl5i:以下を切り捨て。

資料：「公文章表J

一
右
衛
門
（
第
二
区
）
、
問
中
猿
児
（
第
一
人
区
）
・
紫
合
佐
一
郎
（
第
一
五
区
）
・

松
本
織
之
介
（
第
八
区
）
を
は
じ
め
と
す
る
七
人
の
区
長
は
、
明
治
九
年

月
、
県
に
臨
時
保
会
を
開
催
す
る
こ
と
を
求
め
た
。
そ
こ
で
は
地
価
算
定

を
地
秘
改
正
施
行
規
則
の
手
続
き
に
よ
る
こ
と
、
種
肥
料
代
・
利
子
率
に

つ
い
て
は
再
考
す
る
こ
と
、
改
組
確
定
ま
で
旧
税
据
躍
と
す
る
こ
と
な
ど

が
案
件
と
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
に
よ
る
臨
時
照
会
は
二
月
十
日
開
催
さ
れ

た
。
そ
の
結
果
、
改
和
磯
定
ま
で
旧
税
据
置
と
す
る
こ
と
な
ど
が
い
っ
た

ん
認
め
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
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揺
藤
で
は
、
明
治
八
年
の
氷
山
討
に
つ
づ
い
て
、
明
治
九
年
開
日
本
で
お
こ
っ
た
大
子
魁
の
な
か
で
地
租
改
正
が
進
め
ら
れ
た

〈
表
初
）
。

こ
の
年
播
磨
に
お
い
て
は
田
地
の
ほ
ぼ
四
分
の
一
で
収
穫
が
な
い
と
い
う
事
態
が
発
生
し
た
。
明
石
郡
で
は
そ
の
商

殺
は
全
白
地
の
一
一
一
六
%
に
も
達
し
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
悶
郡
第
ニ
小
区
縮
図
村
で
は
、
必
死
で
収
穫
を
確
保
し
よ
う

と
し
て
隣
村
の
高
和
村
と
激
し
い
水
争
い
を
引
き
起
こ
し
、
雨
ご
い
を
行
っ
た
が
、
結
局
、

岡
地
の
ほ
ぼ
半
分
が
収
穫
が
な
く
、

収
穫
が
あ
っ
た
岡
地
も
収
量
は
か
な
り
低
か
っ
た
。

そ
こ
で
県
に
対
し
て

よ
び
地
租
改
正
の
丈
査
に
よ
る
民
費
負
約
一
の
増
加
を
理
由
に
、
収
護
で
き
な
か
っ
た
分
に
つ
い

て
貰
視
の
務
赦
を
願
い
出
た
。
こ
の
よ
う
な
村
々
か
ら
の
寅
租
の
容
赦
の
嘆
願
を
田
肢
は
認
め
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
そ
の

か
わ
り
に
の
ち
に
述
べ
る
よ
う
に
無
利
子
の
資
金
貸
与
な
行
っ
た
。

明
治
九
年
末
、
大
規
模
な
農
民
一
授
が

地
租
改
正
費
用
負
担
の
増
大
に
加
え
て
、

・
岐
阜
県
で
お
こ
っ
た
。

地租改正によるOIJ村運営の変化

明
治
八
年
末
か
ら
飾
磨
県
新
県
庁
舎
の
建
設
が
開
始
さ
れ
、
県
民
の
負
担
は
ほ
限
度
に
達
し
て
い
た
播
擦
で
も
不
穏
な
情
勢
は
悶

「
播
州
ノ
如
キ
ハ
地
租
改
正
施
行
一
一
際
シ
民
情
不
穏
」

様
で
あ
っ
た
。

明
治
十
年
一
一
一
月
、

で
あ
る
と
の
報
告
が
兵
庫
県
か
ら
政

府
へ
報
告
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
明
治
十
年
二
月
、
兵
路
県
は
窮
民
救
助
と
し
て
二
八
万
五
千
円
余
の
資

金
の
五
カ
年
無
利
子
貸
出
を
内
務
省
に
願
い
出
て
お
り
、
そ
の
う
ち
二

O
万
円
が
そ
の
後
認
め
ら
れ
た
。

播
磨
に
お
け
る
不
穏
な
状
況
は
、
建
築
中
の
出
飾
磨
県
庁
舎
が
神
戸
に
兵
庫
県
庁
舎
と
し
て
移
築
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
一

気
に
高
ま
っ
た
。
明
治
九
年
八
月
、
政
府
は
国
庫
支
出
を
抑
え
、
行
政
事
務
の
質
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
府
県
の
全
面
的
統
廃

第三節

ん
口
を
断
行
し
た
。
そ
れ
ま
で
の
一
ニ
府
七
二
燥
を
ほ
ぼ
半
数
の
一
一
一
府
一
一
一
五
県
に
統
合
し
、
こ
の

環
と
し
て
飾
磨
県
も
兵
庫
県
に

統
合
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
こ
の
移
築
が
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
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の
減
額
を
県
に
認
め
さ
せ
て
い
ゐ
乙

と
こ
ろ
が
こ
の
庁
舎
の
建
築
資
用
中
、
政
府
負
担
は
一
一
一
分
の
…
で
、
残
り
の
一
一
一
分
の
一

は
民
政
負
担
で
あ
っ

そ
の
た
め
に
こ
の
移
築
は
、
税
負
担
に
あ
え
い
で
い
た
幡
熔
の

住
民
の
強
い
反
発
を
生
ん
だ
c

こ
の
住
民
の
動
き
を
う
け
て
地
租
改
正
事
業
を
地
域
で
扱

っ
て
い
た
各
小
区
長
ら
は
、
政
府
へ
の
嘆
顕
運
動
を
は
じ
め

ち
な
み
に
明
石
郡
で
は

兵庫県！？建継何？別、！図

す
べ
て
の
庶
民
文
が
こ
れ
に
加
わ
っ
て
い
る
。

か
れ
ら
は
連
名
で
嘆
願
書
を
提
出
し
た
が
そ

の
内
特
は
、
地
税
改
正
の
費
用
捻
出
で
住
民
が
苦
慮
し
て
い
る
こ
と
、
廃
銅
山
に
な
っ
た
以

上
、
県
庁
の
悠
設
授
を
矯
際
私
小
区
の
住
民
が
負
担
す
る
必
袈
は
な
い
と
し
て
県
庁
建
築

践
の
民
費
負
担
分
を
住
民
に
退
還
せ
よ
と
い
う
も
の
で
あ
っ

嘆
願
は
政
府
に
よ
っ
て

度
拒
宿
さ
れ
た
。
明
治
十
年
一
月
二
十
九
日
、
民
費
節
減
の

区！？

た
め
地
方
庁
舎
の
建
築
修
繕
授
な
す
べ
て
官
授
と
す
る
こ
と
を
政
府
が
決
め
た
こ
と
を
う

さ
ら
そ
の

け
て
行
わ
れ
た
五
月
五
日
の
二
度
目
の
暁
踏
に
つ
い
て
は
、
政
府
も
「
今
一
史
其
費
用
ヲ
人

は
九
は
は
だ
も
っ
て
し
な
ん

セ
シ
ム
ル
儀
、
英
一
以
湾
難
ノ
情
理
コ
レ

i己

り
一
と
し
て
そ
の
要
求
を
認
め
、

万
双
千
円
余
な
佐
民
に
返
還
し

ま
た
区
長
ら
は
、
明
治
八
年
・
九
年
度
の
租
税
の
減

制
似
を
訴
え
る
嘆
願
も
起
こ
し
て
お
り
、
こ
れ
に
つ
い
て
も
明
治
八
年
度
の
租
税
の
ニ
O
%

信
か
ら
二
・
五
d
M

に
変
更
し
、

一
七
%
弱
の
地
租
引
き
下
げ
な
余
儀
な

山
中
央
政
府
も
、
明
治
十
年
一
月
、
地
利
を
地
側
の

以
下
と
す
る
こ
と
が
定
め
ら
れ

｝
の
引
き
下
げ
に
つ
い
て
、
武
井

く
さ
れ
た
つ
ま
た
こ
の
時
、
民
皆
も
地
租
の
五
分
の
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wて
J

せ
し
い

伊
右
衛
門
が
、
神
間
孝
一
千
へ
の
書
簡
の
草
稿
で
コ
月
四
日
五
歩
之
減
和
ノ
勅
許
ハ
人
民
ノ
蘇
生
シ
タ
ル
如
夕
、

あ

ま

ね

ほ

う

そ

し

ゅ

く

あ

り

が

た

し

そ

れ

よ

っ

し

ば

ら

ほ

っ

き

お

も

む

歓
声
普
カ
ラ
ザ
ル
ナ
シ
、
明
治
天
皇
ノ
安
静
万
歳
ヲ
祝
ス
、
難
有
々
々
、
、
其
ニ
間
一
ア
民
情
漸
ク
勃
起
平
穏
一
一
赴
ク
し
と
諮
っ
て

間
企
同
一
戸
ト
シ

い
る
と
お
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
他
県
・
他
町
村
と
比
較
し
て
不
満
を
持
つ
町
村
は
あ
る
も
の
の
、
全
体
と
し
て
は
地
租
改
正

地租改正による町村運営の変化第三節

表 31 摂津・矯擦の耕地宅地地租改正による地租額の変動

0摂津地域

組

明治 5年

明治6年

明治7年

上記3カ年平均

新地税

明治10年減租後地租

新地租との比較

99,479門283増

46,489円188j：首

185,531円063減

12,854円198減

綴

272, 902円65

325,892門745

557,912内996

385, 236円131

372, 381円933

310,318内284i 

税7]1] 穏租地

62,063円649減

Oj番磨地域（坂邸宅ピ除く〕

新地租との比絞

342, 336円270域

23,045円757減

847,636門282減

209, 176内679減

184,380円612減

額

975, 475円463I 

1,340,857内490

2, 165,448内015

1, 526,988円412

1,502, 192円345I 

1, 317, 811内733! 

1,098, 176円431

税租

明治5年

明治6年

明治7年

明治8年

上記4カ年平均

新地租

明治10年減税後地租

7]1] 滋租地

219, 635p:j302減

（注） 明治5，品， 7,8年の租税itiは，お代総によるもの。

資料： f公文産量J

に
対
す
る
住
民
の
不
満
止
な
お
さ
え
る
こ
と

が
可
能
と
な
り
、
以
降
各
村
の
請
書
提
出

は
急
速
に
進
ん
で
い
っ
た
。

こ
の
結
果
、
政
府
が
侶
貫
租
以
上
の
租

税
を
と
る
こ
と
は
不
可
能
と
な
っ
た
（
表

ま
た
新
た
な
賦
課
が
可
能
な
場
合

も
、
県
庁
舎
建
築
費
返
還
運
動
で
み
ら
れ

た
よ
う
に
、
俊
民
が
当
然
で
あ
る
と
し
て

納
得
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
っ
て
い
く
。

こ
の
よ
う
な
課
税
に
は
納
税
者
の
間
意
が

必
要
で
あ
る
と
い
う
考
え
方
を
租
税
協
議

権
思
想
と
い
う
が
、
こ
の
よ
う
な
思
想
に

依
拠
す
る
運
動
が
地
域
の
側
か
ら
生
ま
れ

た
こ
と
は
、
こ
の
思
想
に
基
づ
く
地
域
運
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営
が
、
農
村
部
で
浸
透
し
て
い
っ
た
こ
と
を
窓
味
し
た
。

そ
の
際
神
田
の
周
辺
に
あ
つ
ま
っ
た
近
世
以
来
地
域
運
営
を
担
っ
て
き
た
人
々
が
、
西
欧
の
政
治
制
度
を
体
系
的
に
受
容
し

た
こ
と
も
、
そ
の
新
た
な
地
域
運
営
を
担
う
主
体
を
生
み
だ
し
た
点
で
大
き
な
意
味
を
も
っ
た
。
武
井
伊
右
衛
門
は
、
令
併
を

契
機
に
兵
庫
県
か
ら
元
老
院
議
官
へ
転
任
し
た
神
田
へ
あ
て
て
兵
庫
県
の
状
況
を
書
簡
で
知
ら
せ
た
。
そ
の
苓
稿
に
は
、
旧
兵

庫
県
（
摂
津
）
の
区
長
ら
が
、
少
し
づ
っ
民
権
を
理
解
す
る
よ
う
に
な
り
、

と
く
に
福
井
与
一
右
衛
門
（
第
二
区
）
・
紫
合
佐
一
郎

（
第
一
志
区
）
・
松
本
織
之
介
（
第
八
区
）
が
よ
く
学
ん
で
演
説
会
を
開
い
た
こ
と
、
さ
ら
に
合
併
後
淡
路
の
区
戸
長
と
懇
親
会
を
お

こ
な
い
民
権
の
問
題
が
話
題
と
な
っ
た
こ
と
、
神
間
、
が
育
成
に
つ
と
め
た
『
神
戸
新
聞
』
の
廃
刊
（
明
治
九
年
十
一
月
）
を
惜
し
む

こ
と
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
る
。

か
れ
ら
を
中
心
と
し
て
、
明
治
十
年
代
初
め
に
は
民
権
の
伸
張
を
は
か
ろ
う
と
す
る
政
治
的
な

グ
ル
ー
プ
が
ま
と
ま
り
つ
つ
あ
り
、
や
が
て
こ
れ
は
兵
庫
県
の
自
由
民
権
運
動
の
重
要
な
潮
流
と
な
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。
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